
み ず ま き の 鳥 た ち

シュジユウカラ
全長　約 14.5cm

林、市街地などにすむ

さえずり ツーペーツーペー

　

ヤマガラ
全長 約 14cm

常緑広葉樹の林にすむ

さえずり ツツビービービー

メジロ
全長　約 11.5cm

林、市街地などにすむ

さえずり チーチュル 

チーチュルルル　

ヒヨドリ
全長 約 27.5cm

林、市街地などにすむ

泣き声 ピーヨ ピーヨ 

ピーヒョロロ

アオサギ
全長 約 93cm

河川、湖沼、農耕地にすむ

泣き声 ゴアーッ

ホオジロ
全長 約 16.5cm

常緑広葉樹の林にすむ

さえずり ツィ チョチョ

チョジュクジュクチー

　残念なことに水巻町で見られる野鳥は年々減少してい
て、回復も難しいと言われています。
　シジュウカラ、ヤマガラ、メジロ、ホオジロ、コゲラ、
ヒヨドリなどが年間を通して水巻町に生息する留

りゅうちょう
鳥として

みられます。
南
北
に
細
長
い
水
巻
町
の
中
心
に
は
、
明
神
ケ
辻
山
、
多
賀
山
、

豊
前
坊
山
と
い
っ
た
３
つ
の
小
高
い
山
が
あ
り
ま
す
。

１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
小
さ
な
山
々
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
古
い
歴
史
や
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

鳥
の
鳴
き
声
を
聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
登
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

み
ず
ま
き
の
山
々

コゲラ
全長 約 15cm

林や公園などにすむ

泣き声 ピーヒョロロ

ギィーッ、キッキッキッ

や わ ら か な ひ ざ し に 誘 わ れ てバードコール
木と金属を擦り合わせる事で
鳥の鳴き声をまねる道具です。
上手に鳥とお話してみよう。

明み
ょ
う
じ
ん
が
つ
じ
や
ま

神
ケ
辻
山

標
高
96
・
５
メ
ー
ト
ル

　

１
５
７
１
年
、
伊
豆
神
社
が
古

賀
の
伊
豆
大
明
神
（
現
在
の
久
我

神
社
）
か
ら
分ぶ

ん

し祀
さ
れ
た
際
、
社

殿
を
山
頂
に
設
け
た
こ
と
に
よ
り

明
神
ケ
岳
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
、
こ
の
山
の
名
前
の

由
来
に
な
っ
た
と
「
遠
賀
郡
誌
」

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

伊
豆
神
社
は
山
腹
に
移
り
、
さ
ら

に
１
９
１
４
年
に
現
在
の
場
所
に

鎮
座
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
豆
神
社
の
近
く
の
徳
照
寺
の

裏
手
に
は
「
与
四
郎
の
墓
」
が
あ

り
ま
す
。
与
四
郎
は
、
江
戸
時
代

の
飢
饉
の
と
き
に
、
き
び
し
い
年

貢
の
取
り
立
て
に
苦
し
ん
で
い
る

頃
末
の
農
民
た
ち
を
救
お
う
と
し

て
役
人
か
ら
惨
殺
さ
れ
た
人
物
で

す
。
頃
末
村
の
人
々
は
、
自
分
た

ち
の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た
与
四

郎
を
弔
う
た
め
に
地
蔵
を
建
立
し

供
養
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
物
語
は
今
で
も
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
時
は
、
北
九
州
地

区
防
空
の
た
め
に
、
山
頂
に
高
射

砲
陣
地
が
設
置
さ
れ
、
か
つ
て
は

こ
の
山
の
こ
と
を
陣
地
山
と
呼
ん

で
い
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
砲
台
跡
が
今
で
も
山
頂
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

戦
争
当
時
、
そ
の
陣
地
へ
の
物

資
補
給
輸
送
の
た
め
に
、
近
く
の

小
学
生
や
中
学
生
ま
で
も
が
か
り

出
さ
れ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
が
通
れ
る

ほ
ど
の
道
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
で
も
そ
の
道
を
通
っ
て
山
頂
に

登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

１
９
９
４
年
に
、
本
格
的
な
公

園
整
備
が
行
わ
れ
、
山
頂
ま
で
の

大
き
な
展
望
台
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回

り
な
が
ら
登
る
と
、
そ
こ
か
ら
は

水
巻
町
全
体
が
見
渡
せ
、
遠
く
は

北
九
州
や
響
灘
を
望
む
３
６
０
度

の
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め
ま
す
。

9 8

３
つ
の
遊
歩
道
が
で
き
ま
し
た
。

ひ
と
つ
は
伊
豆
神
社
の
東
側
か
ら

登
る
ル
ー
ト　

Ａ
｜
１　

、
も
う
ひ

と
つ
は
陶
芸
室
の
横
か
ら
登
る
ル

ー
ト　

Ａ
｜
２　

で
、
こ
の
２
つ
は

途
中
で
合
流
し
て
い
ま
す
。　

　

残
り
の
も
う
ひ
と
つ
は
総
合
運

動
公
園
の
弓
道
場
の
西
側
か
ら
登

る
ル
ー
ト　

Ａ
｜
３　

で
す
。
ど
れ

も
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
15
分
か
ら
20

分
く
ら
い
で
山
頂
に
到
着
し
ま
す
。

　

頂
上
に
は
八
劔
神
社
の
大
イ
チ

ョ
ウ
に
ま
つ
わ
る
伝
説
と
し
て
知

ら
れ
る
砧
姫
物
語
が
10
か
所
の
オ

ブ
ジ
ェ
風
碑
板
に
分
か
れ
て
描
か

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
順
番
に
巡
り

な
が
ら
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
黄
色
い
巻
貝
の
よ
う
な
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多た

が

や

ま

賀
山

標
高
91
メ
ー
ト
ル

　

１
６
８
４
年
、
山
頂
に
多
賀
神

社
が
鎮
座
さ
れ
た
こ
と
が
こ
の
山

の
名
前
の
由
来
に
な
っ
て
い
ま
す
。

多
賀
神
社
は
２
２
０
年
あ
ま
り
祭

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
１
９
１
０

年
に
古
賀
村
の
久
我
神
社
に
合
祀

さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
３
６
年
、
炭
鉱
が
隆
盛
を

極
め
て
い
た
こ
ろ
、
日
炭
高
松
の

炭
坑
の
守
護
神
と
し
て
四
国
愛
媛

晴
れ
た
ら
の
ん
び
り
山
歩
き

山
を
散
策
す
る
と
い
つ
も
と
違
っ
た
水
巻
町
が
見
え
て
き
ま
す
。

今
回
は
水
巻
町
の
中
心
に
あ
る
明
神
ケ
辻
山
、
多
賀
山
、
豊
前
坊
山

へ
の
地
図
を
用
意
し
ま
し
た
。
天
気
の
良
い
日
に
家
族
や
ペ
ッ
ト
と

一
緒
に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

❶与四郎の墓
江戸時代の飢饉のとき、厳しい年貢の
取立てに困り果てた頃末村の人々を救
おうとして命を落とした与四郎の墓。

❷十字架の塔
第二次世界大戦当時、日本軍の捕虜と
して日本に連れてこられ、日本で命を
落とした連合軍兵士の慰霊のために建
てられた塔。

❸久我神社
神社・創建時期は不詳ですが、古事記
や日本書紀に出てくる神功皇后の時代
ではないかと言われています。安産の
神様として崇

あ が

められています。

「まちの山」ルートマップ
山の散策にあわせて民話にゆかりのある場所を訪れてみてはいかがでしょうか？

↑明神ケ辻山の山頂でハイチーズ！

豊ぶ
ぜ
ん
ぼ
う
や
ま

前
坊
山

標
高
84
・
７
メ
ー
ト
ル

　

古
い
資
料
の
中
に
は
、
豊
前
坊

山
の
名
は
な
く
、久
我
嶽
、古
賀
嶽
、

古
城
山
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
巻
昔
話
（
柴
田
貞
志
著
）
に

は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

『「
昔
、
古
賀
城
城
主
の
麻
生
鎮
里
が

英
彦
山
の
豊
前
坊
に
あ
る
高
住
神

社
を
古
賀
嶽
の
山
頂
の
城
に
祭
っ

た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
れ
か
ら
後

は
、
豊
前
坊
山
と
い
う
よ
う
に
な
っ

た
。」
あ
る
い
は
、「
昔
、
遠
賀
川
は
、

米
俵
や
炭
俵
を
積
ん
だ
川
舟
が
往

来
し
て
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
い
っ
た
ん
大
雨
と
も

な
れ
ば
川
が
氾
濫
し
て
洪
水
と
な

り
、
豊
前
国
の
船
頭
衆
は
５
日
も

10
日
も
国
へ
帰
れ
な
く
て
、
古
賀

村
の
入
り
江
に
舟
を
避
難
さ
せ
て

水
を
引
く
の
を
待
っ
た
。
そ
の
た

め
豊
前
国
の
船
頭
衆
た
ち
は
、
古

賀
嶽
の
山
頂
に
登
っ
て
故
郷
の
豊

前
の
国
を
望
ん
で
、
妻
や
子
に
思

い
を
は
せ
た
。
こ
れ
が
度
重
な
る

う
ち
に
古
賀
嶽
を
豊
前
望
山
と
い

う
よ
う
に
な
っ
た
。」』
と
い
っ
た

名
前
の
由
来
に
ま
つ
わ
る
民
話
が

い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
れ
が
正
し
い
の
か
よ
く
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
豊
前
坊
山
の
山
頂
に
は
古

賀
城
址
と
呼
ば
れ
る
城
跡
が
あ
り

ま
す
。
今
で
も
そ
の
城
郭
の
一
部

と
し
て
頂
上
付
近
に
は
二
ノ
丸
の

石
垣
や
北
側
の
山
麓
集
落
に
は
当

時
の
武
家
屋
敷
の
面
影
を
残
す
石

垣
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
前
坊
山
頂
へ
は
、
久
我
神
社

の
東
側
の
遊
歩
道
を
登
る
ル
ー
ト

Ｃ
｜
１

と
緑
ケ
丘
の
住
宅
地
の

脇
か
ら
登
る
ル
ー
ト
（
Ｃ
｜
２
）
が

あ
り
ま
す
。
頂
上
に
立
っ
て
み
る

と
、
北
は
芦
屋
・
山
鹿
を
、
西
は

遠
く
宗
像
連
山
を
、
南
は
遠
賀
川

の
流
れ
の
向
こ
う
に
鞍
手
、
直
方

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
要
塞
堅

固
な
山
城
の
物
見
役
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
戦
国
兵
士
を
し
の
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

桜
の
大
木
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て

い
て
、
春
に
は
見
事
な
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
毎
年
た
く
さ
ん
の
人
が
お
花

見
に
訪
れ
ま
す
。

　

図
書
館
の
北
側
に
は
、
十
字
架

の
塔
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
戦

時
中
、
日
本
軍
の
捕
虜
と
な
り
、

炭
鉱
な
ど
で
強
制
労
働
を
さ
せ
ら

れ
た
末
、
日
本
で
亡
く
な
っ
た
連

合
軍
兵
士
の
た
め
の
慰
霊
塔
で
す
。

毎
年
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
慰
霊
団

が
訪
れ
、
献
花
式
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
慰
霊
団
と
町
民

と
の
交
流
が
き
っ
か
け
で
、
水
巻

町
と
オ
ラ
ン
ダ
の
ノ
ー
ル
ド
オ
ー

ス
ト
ポ
ル
ダ
ー
市
と
の
間
で
中
学

生
の
平
和
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
中
学
生
交
流
は
現
在
も
続
い

て
い
ま
す
。

　

多
賀
山
に
登
る
ル
ー
ト
と
し
て

は
、
ほ
か
に
も
、
緑
ケ
丘
の
住
宅

地
の
横
か
ら
登
る
遊
歩
道
が
２
か

所
あ
り
ま
す
。
Ｂ
｜
２
、
Ｂ
｜
３

ど
ち
ら
も
、
山
頂
ま
で
は
15
分
ほ

ど
で
着
き
ま
す
。

県
大
三
島
の
大
山
祇
神
社
か
ら
分

霊
さ
れ
た
大
山
祇
神
社
が
、
こ
の

山
の
中
腹
に
祭
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

春
秋
の
大
祭
に
は
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
が
、
１
９
７
１
年
に

炭
坑
が
閉
山
と
な
り
、
ご
神
体
は

四
国
の
大
山
祇
神
社
に
返
還
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
山
祇
神
社
は
別
名
「
山
の
神
」

と
も
呼
ば
れ
、
こ
の
「
山
の
神
」

と
い
う
名
は
、
最
近
ま
で
バ
ス
停

の
名
前
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
大
山
祇
神
社
は

跡
形
も
な
く
、
か
つ
て
社
殿
が
あ

っ
た
基
礎
部
分
の
み
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
４
月
に
多
賀
山
自

然
公
園
が
整
備
さ
れ
、
山
頂
へ
３

つ
の
散
策
ル
ー
ト
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
図
書
館
の
上
の
駐
車

場
か
ら
石
段
を
登
っ
て
行
く
ル
ー
ト

Ｂ
｜
１
が
便
利
で
す
。
中
腹
の
大

山
祇
神
社
が
あ
っ
た
境
内
に
は
、
東

あ
ず
ま

屋や

や
ロ
グ
ハ
ウ
ス
調
の
ト
イ
レ
な
ど

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
あ
た
り
は
、

▲

▲

❸

❷

❶

▲

登山道

C-1 B-3

C-2

A-2 A-1

A-3

B-2

B-1

　小学校

明神ヶ辻山
自然公園

多賀山自然公園

多賀山▲

弓道場

山頭火の碑豊前坊山

明神ヶ辻山

水巻町役場

頃末郵便局

えぶり山荘

ＪＡ

水巻中学校

陶芸室
伊豆神社

徳照寺

夢工房

総合運動公園

頃末

頃末貴船元

図書館
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A Ｂ Ｃ Ｄ E F G

1

3

4
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6
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地図記号

交番

郵便局

学校

ガソリンスタンド

主要施設

県道

国道

交差点

道路

線路

河川

市町界線

神社

水巻町の主要施設マップ

ターゲットバードゴルフ場
　 水巻町猪熊 10 丁目1470 番地の 1 地先
　 080-5246-2020

9：00～16：30（冬季 16：00 まで）
　 年末年始
　 あり

近
隣
で
体
験
で
き
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
す

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

曲
　川

猪熊
グラウンド

遠
賀
川

御牧大橋

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
場

A

2

A
２

※ 各ページのマップ横の記号は、
この地図の座標とリンクしています。


	booklet_01cc.pdf
	12_山に登ろう.pdf



